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α一及びβ一ヨードカゼインの生物試験（予報）
石　川　信　雄
　ヨードカゼインが単なるヨード化合物ではな
く甲状腺ホルモン様生理作用を有する事が認め
られたのはLudwig，　Mutzenbecher1）の報告
を端緒とする。即ちカゼインをヨード化しただ
けではこの作用が弱いが，二次的に行われる
37°c，数時間のincubateにより初めて強力な
サイロアクチブな生理作用を有する様になる。
　Reinecke，　Turner2）は以上の熟成温度，触
媒，撹俘速度等各条件の検討を行い最も好適な
る条件を報告している。
　湊3）も亦電解透析法による脱無機ヨード操作
にて強力な製品を得た。然して何れの場合もヨ
ー ド含量7．5％のヨードカゼインが最強力であ
武　藤　玲　子
ると称している。
　現在までの文献は，上記の如くヨード化の条
件に重点が置かれているがカゼイン蛋白部分に
注意した研究はない。我々はα及びβヨード
カゼインの二成分系にヨードカゼインを分劃し
之等を以つて生物実験を実施し生理作用を比較
した。
　その結巣αヨードカゼイン5時間熟或処理後
にても既に強力なる力価を有し湊氏法3）による
製品に匹敵する。之に反しβヨードカゼインは
極めて弱い力価しか示さない。この事はα及び
βカゼイン中のチロジン含量及び分子内配置に
関係があると考えられる。
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　　蛸斜形態変化による検定4）
　同腹の蜻斜後肢の突起の見出した頃のもの一
群20匹宛を硝子円筒中5Lの水槽に飼育する。
対照群は削節を飼料として与え，他群は検体を
投与し24時間後には除き以後削節にて飼育す
る。形態変化は前脚の生じた動物数を縦軸に，
変化日を横軸に記載する。（Fig　1）
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1）Ludwig，　Mutzenberger：Z．　physio1．
　　chem．258195（1939）
2）　Reinecke，　Turner：J．　Bio1．　Chem．162
　369（1946）
3）湊，田中：薬誌．71578（1951）
4）本法に関しては千葉医大湊教授の御指導を賜
　　つた。
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　　　　　　　　　数字は変態帽斜数を示す。
　　　　　Fig　1．　Activity　of　Various　Iodocaseins（Tadpole－Test）
